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公益社団法人 農業農村工学会

熊本地震における農地・農業用施設の被災と対策

鈴木尚登・中里裕臣・吉迫 宏・正田大輔

場 所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7丁目22番地34号）
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１．はじめに

公益社団法人 農業農村工学会

熊本地震と農地・農業用施設の分布

水路・水利施設データ・地すべり防止区域と推計震度分布

4月16日１時25分
最大震度7
マグニチュード 7.3

○推計震度分布は気象庁発表デー タを利用

○ため池（緑丸）はため池防災デー タベース のデー タを利用

○【ため池DBハザードマップ】より震度・諸元から抽出

〇震度5弱以上で堤高10mまた は貯水量 10万ト ン以上のため池を表示

・農業インフラは大小・あまねく分布
・維持管理は農家・土地改良区が実施主体
・被害報告は市町村から県ルートで実施し、国で集約

→甚大な災害ほど実態把握に時間が掛かる

公益社団法人 農業農村工学会

農業農村工学会関係者の技術支援活動

※農工研：農研機構農村工学研究部門、水土総研：日本水土総合研究所、NN学会：農業農村工学会

〇 対策本部等

〇技術支援

１．はじめに

14(木)： 熊本県及び九州農政局が災害対策本部を設置

15(金)： 農林水産省が緊急自然対策本部を設置

16(土)： 農研機構が災害対策支援本部を設置

21(木)： 農業農村工学会が対策本部を設置

期 間 場所 主な作業内容 派遣者(除く行政関係者)

19(火)～21(木) 熊本県西原村、熊本市等 被災ため池等、先遣調査 農工研３

20(水)～25(月) 熊本県豊野町、宇城市 被災ため池の調査（含む亀裂の電気探査） 農工研３

20(水)～22(金) 熊本県産山村 国営ダム堤体クラックの調査等 京大１、農工研１、水土総研２

21(木)～23(土) 熊本県下 農業水利施設の被災調査 水土総研２

21(木)～24(日) 大分、福岡、佐賀県下 国営ダムにおける地震加速度データの計測・収集・分析 農工研１

26(火)～30(土) 佐賀、宮崎県下 国営ダムにおける地震加速度データの計測・収集・分析 農工研１

26(火)～28(木) 熊本県阿蘇市 農地の大規模な亀裂に関する調査と復旧方法等 農工研３、NN学会２

27(水)～30(土) 熊本県益城町、宇土市等 被災ため池の調査、2次災害防止対策 農工研３
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公益社団法人 農業農村工学会

２．強震度分布と農業インフラの被害想定

東北地方太平洋沖地震（本震）
日時：2011/3/11 14:46
最大震度：震度7
マグニチュード：9.0

能登半島地震
日時：2007/3/25 9:42
最大震度：震度6強
マグニチュード：6.9

新潟県中越沖地震
日時：2007/7/16 10:13
最大震度：震度6強
マグニチュード：6.8

岩手・宮城内陸地震
日時：2008/6/14 8:43
最大震度：震度6強
マグニチュード：7.2

気象庁の推計震度

分布により作成

熊本地震 (前震)
日時：2016/03/1 4 21:26
最大震度：震度 7
マグニチュード：6.5

熊本地震 (本震)
日時：2016/03/1 6 01:25
最大震度：震度 7
マグニチュード：7.3

公益社団法人 農業農村工学会

農地・農業用施設等の被害額比較

２．強震度分布と農業インフラの被害想定

震災名 発年月日 被害額(億円) 備考(被災県及び被害額(億円))

東日本 2011.3 M 9.0 7 7,270
2011.11.7現在　
農村生活関連区分を除く

新潟県中越 2004.10 M 6.8 7 689 新潟県689　福島県　静岡県

阪神・淡路 1995.1 M 7.3 7 257
兵庫県246　岡山県5　大阪府2　
京都府3　他6県

鳥取西部 2000.10 M 7.3 6強 71
鳥取県60　島根県9　広島県0.6　
岡山県0.4

岩手宮城内陸他 2008.6 M 7.2 6強 52
宮城30　岩手県22　青森県0.5　
秋田県0.4　山形県0.1

能登半島 2007.3 M 6.9 6強 47 石川県46　富山県0.6　他1県

新潟県中越沖 2007.7 M 6.8 6強 36
新潟県33　石川県2　長野県0.3　
他1県

熊本 2016.04 M 7.3 7 50 熊本県(4/20時点)

地震規模，最大震度

大規模地震災害時の被害額 東日本大震災との被害額比較
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熊本地震（最大震度6以上）とため池分布

公益社団法人 農業農村工学会○推計震度分布は気象庁発表デー タを利用 ○ため池（緑丸）はため池防災デー タベース のデー タを利用（震
度5弱以上で堤高10mまたは貯水量 10万ト ン以上） ○【ため池DBハザードマップ】より震度・諸元から抽出

①
前
震
咁14
日
咂

③
本
震
咁16
日
咂

④
余
震
咁16
日
咂

②
前
震
咁15
日
咂

３．ため池被災と対策

震度4以上は
2462カ所

震度4以上は
1163カ所

震度4以上は
10451カ所

震度4以上は
225カ所

公益社団法人 農業農村工学会

３．ため池被災と対策

推計震度毎ため池数と被災想定（東日本大震災との比較）

推計震度 前震 本震
6強 (6.0以上) 44 101
6弱 (5.5以上) 134 441
5強 (5.0以上) 350 1,028
5以下(4.9未満) 2,112 9,423
ため池合計 2,462 10,451

推計震度 全数 被災数
6強 (6.0以上) 610 57
6弱 (5.5以上) 3,052 273
5強 (5.0以上) 5,332 397
5以下(4.9未満) 3,287 17
ため池合計 8,619 414
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被災ため池

被災ため池位置図

公益社団法人 農業農村工学会

西原村

大津町

宇城市

宇土市

仮宿 下小森 大切畑

立岡

鐙ヶ鼻

亀裂深の電気探査

公益社団法人 農業農村工学会

・亀裂範囲確認のために石灰水を
注入

電気探査による石灰水注入前後の比抵抗変化

・ 石灰水注入時に電気探査の実施
・ 比抵抗変化から石灰水の範囲
を推定

→亀裂は少なくとも貯水位まで
存在
・ 極力水位低下が必要

貯水位

・天端にクラックが発生
・決壊防止のため緊急に水位を下げる
・一方、農家は代かき用水確保が必要

石灰水
注入

石灰水

の浸透
による

比抵抗
の変化

青くなるほど比抵抗が低下
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公益社団法人 農業農村工学会

３．ため池被災と対策

【地震後の貯水位予測】

【農研機構が開発した貯水位予測システムによる予測結果】 ２．被災ため池においては、安全性確保の
ために通常より低い暫定管理水位を定め、
大雨時のピーク水位もそれ以下に保つよう
運用・監視。

二次災害（決壊）防止のため、降雨によ
る貯水位上昇を事前に予測。

３．地震直後の点検で大きな問題がないた
め池でも、定期的に点検を実施する必要。最大50mm/h 総雨量150mm 継続時間12h中央集中型の場合

最大50mm/h 総雨量150mm 継続時間12h後方集中型の場合

１．安全性確保が最優先ではあるものの、
春～夏季は農業用水確保も重要。

暫定管理水位：1.6m

被災後の暫定管理水位（ 洪水吐底面
+1.6m）を、想定降雨で予測したピーク水位
が超えないことの事前評価が可能。

【今後の対応】

堤体や底樋からの

漏水の確認を行う
ためには、法面の

草刈りが必要

暫定管理水位：1.6m

公益社団法人 農業農村工学会

４．農地の亀裂被害と対策

【阿蘇市における大規模な亀裂被害】

水田に複数の大規模な亀裂が発生、亀裂に挟まれた部分の沈下

亀裂部に大規模な開口・段差の発生（地表面は引張による断裂）

亀裂と沈下部分に雨水が流入亀裂
亀裂

陥没

（水田）

農道
（パイプライン埋設）
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公益社団法人 農業農村工学会

・ 複数の最大震度7発生による被害拡大

・ 農業インフラの被害把握の困難性

・ 農業農村工学会のさらなる災害時支援の必要性

・ 学術連携による災害実相解明と防災・減災力強化

・ 被災農村部の復旧・復興の迅速化が急務

５．ま と め

公益社団法人 農業農村工学会

ご静聴有り難う御座いました。
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